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　星野公平ニュース

Ｎｏ．１４９　　２０１１年　１１　月　２４　日

発行　星野公平　　(日本共産党桑名市議団) 
住所　桑名市立花町１－１４－７　電話　２２－２９７５
第３次補正予算案に反対　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ東日本大震災の復旧・復興策など約１２.１兆円にのぼる２０１１年度の第３次補正予算案が、日本共産党以外の各党の賛成多数で成立しました。　　　　　　　ｐ第３次補正予算は、東日本大震災・原子力災害からの本格的な復興予算として「復興の基本方針」に基づき、真に復興に資する施策を重点的に措置し、円高による産業の空洞化にも配慮したものとなっており、復興関連の予算が９兆２４３８億円を占めています。内訳は、津波による瓦礫などの処理に３８６０億円、道路や河川、港湾の復旧のための公共事業が１兆４７３４億円、被災した中小企業や農林漁業者の経営再建を目的とした融資に６７１６億円を計上。東電福島第一原発事故に関連し、除染費用などに３５５８億円を盛り込んでいます。その他は、年金臨時財源の補填に、２兆４８９７億円、台風１２号等による災害対策費３２０３億円、Ｂ型肝炎関係経費４８０億円となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ日本共産党は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　① 復興財源の確保を名目に、庶民への大増税（消費税増税等）を押し付ける一方で、大企業には恒久的な減税を行なっている事。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　② 東京電力の救済のための交付国債の発行限度額を２兆円から５兆円に引き上げて公的資金の投入を拡大している事。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③ 二重ローン対策で債権を幅広く買い取るための追加出資が盛り込まれてない事。等、被災者の願いに応えるものになってないとして反対しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ財源は、米軍関連経費や政党助成金を中止、法人税減税と証券優遇税を止めれば２５年で５０兆円以上確保できます。更に電力業界が核燃料サイクル計画に積み立てている「原発埋蔵金」を新たに設ける基金に移し、「原発利益共同体」にも拠出を求めていく様に提案しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ他の党は「内容にはまったく満足できない」（自民）「改革を実行する覚悟も能力もない」（みんな）「安易な庶民増税を行う」（社民）といいながらも賛成しました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「ルールある経済社会」と「自主・自立の平和外交」
世界の動きがわかる「しんぶん赤旗」をお読みください

日刊紙　月３４００円　　日曜版　月８００円

桑名市議団 星野公平のＨＰは　   http://hoshino.jcpweb.net/
ご意見をお寄せください　ＦＡＸは２２－３０２８　（星野）　　　　　　　　　　
１１月２８日（月）　に　「臨時議会」　開催

議案２件（下記）と報告６件（交通事故などによる損害賠償）が提出されます。
１、議案５８号　専決処分の報告及び承認を求めるについて（平成２３年度桑名市下水道事業会計補正予算（第２号））　大山田第３中継ポンプ場復旧工事設計委託料と工事費（総額７５，８４０千円、自己財源６，６５９千円）
７月の集中豪雨時に浸水し、全機能が停止しました。災害復興事業としてほとんどが国費で行われるものです。（国費といえども私たちの税金です。）
２、議案５９号　桑名市職員給与条例等の一部改正について

人事院の勧告に基づいて年間平均１５,０００円（０.２３％）の引き下げを行おうとするものです。中高齢層を中心に減額し、１２月の期末手当で減額調整します。今回、国は国家公務員に対して震災復興財源として平均７.８％の引き下げの特例法案を提出しています。住民の皆さんのお考えは？
もっと重要な案件があると思われます。（市長の辞職等）
２０１１年１２月議会スケジュール（予定）
１２月　６日（火）　午前１０時　　本会議開会（役員改選、配属決定等）
１２月　７日（水）　午前１０時　　本会議開会（役員改選、議案上程、説明）
１２月１３日（火）～１６日（金）
午前１０時  　本会議（議案質疑・一般質問）
１２月１９日（月）―２０日（火）　常任委員会
１２月２６日（月）　午後　１時  　本会議(委員長報告、討論、議決）閉会
１１月２８日（月）午後　５時　１２月議会への請願の受付終了

１１月２９日（火）午前１０時　議会運営委員会
. １２月議会は、議長・副議長の選挙や常任委員会の所属の変更が行われます。.
シンポジウム　―長良川河口堰開門と生物多様性―

『よみがえれ長良川！よみがえれ伊勢湾！』

 　　　　　 日時：１２月１０日（土）　午後　１：３０～５：３０
　　　　　　会場：名古屋市　伏見ライフプラザ・鯱城ホール
　　　　　　　　（地下鉄東山線・鶴舞線「伏見駅」下車６番出口南へ徒歩５分）
　　　　　　入場無料（資料代として５００円のカンパ）
　・トーク＆ハーモニカ　「長良川と私」　野田知佑　（カヌーイスト、作家）
　・基調報告 「３．11を経験した今、長良川河口堰開門・生物多様性を考える」
　　　　　　　大沼淳一　（実行委員会代表、生命流域ネットワーク）　　　
　・シンポジウム　「長良川河口堰開門と生物多様性」

主催：「よみがえれ長良川！よみがえれ伊勢湾！」実行委員会
後援：　世界自然保護基金ジャパン、日本野鳥の会、日本自然保護協会　

桑名からもシンポジウムに参加を　　　　　　　　　ｐ愛知県の大村知事は、自らの公約の「長良川河口堰の開門調査」の効果を検証するため、学者によるプロジェクトチームを設置し検証している。　　　　　　　　ｐ検証プロジェクトチームの下部組織にあたる専門委員会は７日、５年以上の開門調査を提言する報告書を決定した。報告書では、開門後に海水が逆流して取水口から入り込む塩害対策として、愛知県が代替水源の確保に率先して取り組むことを求め、調査費や塩害対策費について「負担割合は開門に合意した関係者で話し合う」と明記して、愛知県以外の自治体が事業費を負担する可能性に言及し、開門方法は、一定の基準以上の濃度の塩水が堰上流にさかのぼった場合を除いて長期間開門し、環境などの変化を調べるとしています。　　　　　　　　　　　　　　　ｐ国土交通省中部地方整備局と水資源機構は１７日に、長良川河口堰の開門調査を求めた愛知県の専門委員会報告書について「開門すれば塩害に加え、渇水のリスクが高まる」と反論し、河川環境が悪化したとの専門委の主張については「アユの減少は河口堰だけの影響ではない。シジミも生息できる」など河口堰の影響は小さいとしています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐプロジェクトチームは、両者（専門委員会と国土交通省・水資源機構）の討論の場を設けるよう提言する見通しです。
医療制度改悪　受診時定額負担（患者犠牲の新たな仕組み）　　　　　　　　　　　　　　

ｐ野田内閣が患者に新たな負担を強いる医療制度改悪を計画しています。その中心は、医療機関を受診するたびに一定金額（１回１００円）を上乗せする受診時定額負担制度です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｐ日本の医療費の窓口負担（現役世代３割、高齢者など１～３割）は公的医療保険のある欧州諸国などに比べると異常な高さです（無料の国もあります）。窓口負担を引き下げることこそが緊急の課題にもかかわらず、新たなお金を徴収する受診時定額負担の導入は国民の切実な願いに逆行する暴挙です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｐ受診時定額負担の原型は、小泉自公政権時代に医療費削減策の一環として検討された「保険免責」制で、今年７月には、菅前内閣が決めた「社会保障・税一体改革成案」に盛り込まれ、現在、厚労省の審議会で具体化がすすめられています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｐ負担増の仕組みを一度つくってしまえば、際限ない負担引き上げに道を開くことになります。「一体改革」を議論する政府の会議では「１００円で本当にいいのか、もうちょっと高くてもいい」という露骨な発言も出たようです。最初は「わずか」でも、「雪だるま式」に負担が膨れあがることは、この間の医療費窓口負担増の歴史が証明しています。（消費税も同じです。）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｐ毎回１００円の定額負担は、医療機関にかかる頻度が高い高齢者や慢性疾患の患者にとっては耐え難い金額です。厚労省は定額負担導入によって、２０００億円規模の受診抑制になると試算しています。必要な医療を患者に我慢させて、医療費を削減しようというやり方はあまりにも非情です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｐ３割負担を超えるお金を医療機関窓口で徴収することなど、もはや医療保険制度とはいえません。保険証１枚あれば誰もが医療を受けることができる国民皆保険制度の根幹を破壊する負担導入は撤回すべきです。子ども医療費無料化を国の制度にすることや７５歳以上の医療費引き下げの運動と合わせ、窓口負担増を許さず、無料化を求める運動を広げることが求められています。
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浸水のあった大山田第３中継ポンプ場　　　　　　　　　住吉浦から見る長良川河口堰
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